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原子力規制庁記者ブリーフィング 

 

  日時：令和元年10月8日（火）14:30～ 

  場所：原子力規制委員会庁舎 記者会見室 

  対応：児嶋長官官房総務課長 

 

 

＜本日の報告事項＞ 

○司会 それでは、定刻になりましたので、ただいまから原子力規制庁の定例ブリーフィ

ングを始めます。 

○児嶋総務課長 報道官の児嶋です。 

  広報日程の御説明の前に、ユーチューブを見ている方がいらっしゃると思いますが、

この広報日程は、今、ホームページにちょっと掲載できない状態になっております。間

もなく掲載されますので、しばらくお待ちいただければと思います。 

  では、記者の皆さんのお手元の広報日程に従いまして、補足説明をさせていただきま

す。今回は短いです。 

  1.原子力規制委員会について。 

  （1）第34回原子力規制委員会、議題は4つございます。 

  議題1「国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構の中長期目標及び評価軸の変更案

の修正について」。こちらは、3月13日の原子力規制委員会におきまして、量子科学技

術研究開発機構の中長期目標と評価軸の変更案について、委員会で了承されました。と

ころが、その後の関係省庁との調整により、変更案を一部修正する必要が生じたことか

ら、修正した変更案を改めて委員会に諮るものです。 

  議題2「国際原子力機関(IAEA)の総合規制評価サービス(IRRS)フォローアップミッショ

ンに提出する事前参考資料(ARM)について」。こちらは、8月2日の規制委員会臨時会議

におきまして、IRRSフォローアップミッションの事前参考資料（ARM）の了承をいただ

きました。その後、臨時会議での委員の指摘と、9月9日に開催されました核燃料安全専

門審査会等の評価・助言を踏まえまして修正したものを、今回、改めて委員会に諮るも

のです。 

  続きまして、議題3「国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究所材料試験炉

（JMTR）冷却塔倒壊の状況と対応方針について」。こちらは、日本原子力研究開発機構

（JAEA）の材料試験炉（JMTR）の冷却塔が9月9日の台風で倒壊した事案に関しまして、

施設の現状を報告するとともに、今後の原因究明に関する対応方針案について、委員会

に諮るものです。 

  続きまして、議題4「日本原燃株式会社再処理施設の新規制基準適合性審査の状況につ

いて」。こちらは、7月3日と8月21日の原子力規制委員会におきまして、日本原燃・再



 

2 

処理施設の設置変更許可に関する審査方針が議論され、その審査方針が定まったところ

ですが、その後の審査状況の進捗に関しまして報告を行うものです。 

  第34回原子力規制委員会の議題は以上となります。 

  続きまして、その下、（2）第35回原子力規制委員会臨時会議、こちらは10月15日火曜

日、17時半から19時までとなります。17時半からの開始と申しますのは、これは国会の

予算委員会との時間が重複しないよう、この時間とさせていただいております。 

  議題は、原子力規制委員会と九州電力株式会社経営層による意見交換、いわゆる九州

電力のCEOとの意見交換となります。今回が5回目です。 

  なお、九州電力からの発表内容は、現時点で未定となっております。 

  そして「審査会合、会計などについて」ですが、審査会合の前日の定例ブリーフィン

グから追加は現時点ではございません。今後も恐らくないと思います。 

  私からの説明は以上となります。 

 

＜質疑応答＞ 

○司会 それでは、皆様からの質問をお受けします。いつものとおり、所属と名前をおっ

しゃってから質問のほうをお願いいたします。 

  それでは、お願いします。 

○記者 お世話になっています。毎日新聞のアラキです。 

  定例会のほうのまず議題4のほうなのですが、これは先日に現地調査とかもやったと思

うのですけれども、それの報告とかもあるのでしょうか。 

○児嶋総務課長 一部あると聞いております。ただ、メーンは、今まで審査会合を何回か

繰り返されていますので、そこで論点になった話と現状について、報告するというもの

です。 

○記者 ありがとうございます。 

  もう一つ、臨時会議のほうなのですけれども、今回5回目ということですが、これはい

つぶりかとかというのは分かりますか。 

○児嶋総務課長 ちょっとお待ちください。 

  前回、4回目とされているのが、いわゆる現地での意見交換となります。現地での意見

交換は、平成30年10月26日に川内で山中委員と伴委員が視察した際に、経営層との意見

交換も行っております。また、同じ4回目という扱いになっておりますが、その前の平

成30年2月11日には、玄海発電所に更田委員長と山中委員が訪れて、当時の社長さんと

経営層の方と意見交換を行っております。規制庁にお呼びして意見交換するのは、その

前の第3回目、平成29年4月14日となります。 

○記者 ありがとうございます。 

 

○司会 ほか、ございますでしょうか。よろしいですか。 
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  それでは、本日のブリーフィングは以上としたいと思います。お疲れさまでした。 

 

－了－ 


